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鹿児島県立錦江湾高等学校 24～26

⑤ 平成26年度コアＳＳＨ実施報告（【地域の中核的拠点形成】）（要約）（第１章）

① 研究開発課題

「課題研究支援ネットワーク」と「教育資源活用プログラム」による中核的拠点形成

～ダイコンコンソーシアムを発展させた「鹿児島モデル」の推進～

② 研究開発の概要

本校は，平成21年度から３年間にわたり，身近な野菜である「ダイコン」を中心として，課題研究

の深化，教材化，国際化などの幅広い教育・研究開発を展開し，成果普及をしてきた。平成24年度以

降はこれまでのダイコンコンソーシアムを通した高大連携と学校間連携を維持するとともに，｢ダイ

コン｣にとらわれない火山，環境，遺伝子などさまざまな分野に研究テーマを広げ，研究発表会等を

通じての情報交換により，互いの研究の成果の互換を図っている。

さらに小学校，中学校を含めた連携を強化することを目的とし，生徒による出前授業・大型商業施

設での実験教室を実施した。高校生が主体となって支援し，関わった児童・生徒に対して，科学的に

探求する能力と態度を育てることが目的であり，本校の中核拠点としての取り組みとして地域からの

期待を集めた。特に実験教室は，小中学校の児童・生徒および職員だけでなく，多くの県民からも高

く評価されるものとなった。

③ 平成26年度実施規模

１ 幹事校：鹿児島県立錦江湾高等学校（本校生徒18人）

２ 連携校：ＳＳＨ校 ９ 校（県外生徒16人）

その他 ８ 校（県内5校 生徒計31人，県外2校生徒計5人）

３ 連携研究機関：鹿児島大学，東北大学，九州大学，三重大学，鹿児島県総合教育センター

鹿児島県立博物館，鹿児島市立科学館

④ 研究開発内容

○ 具体的な研究事項・活動内容

１ 「科学の祭典」での本校生徒よる，夏休み理科自由研究相談：鹿児島市立科学館との連携

（平成26年７月26･27日）

２ 本校生徒による小中学校への出前授業：鹿児島市立福平小学校，福平中学校（平成26年５月

16日），喜入小学校，瀬々串小学校，谷山小学校，平川小学校（平成26年７月４日）

３ 第１回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会：研究計画発表，鹿児島大学理学部（平成26年８

月21･22日）

４ 大型商業施設での実験教室（わくわく実験教室）：「わくわく実験教室 イオン鹿児島

×錦江湾高校」（平成26年７月19-20日），「わくわく実験教室 コラボ」（平成26年11月16

日）

５ 第２回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会:研究成果発表，三学会での発表，鹿児島大学理

学部（平成26年12月５・６日）

６ 市立科学館での実験教室：「わくわく実験教室 in 市立科学館」（平成26年12月６日）

７ 県高等学校生徒理科研究発表大会（11月）で選ばれた県代表への課題研究支援：県高等学校
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文化連盟自然科学部会・県教育研究会理科部会，鹿児島大学理学部との連携（平成27年１月11

日）

８ 幹事校及び連携校の研究内容（各校の研究要旨，p.75～78を参照）

⑤ 研究開発の成果と課題

○ 実施による成果とその評価

生徒の研究計画発表会や研究成果発表会では，全国17の連携校が集い，それぞれの研究について

発表し，意見交換が行われた。昨年より，テーマもダイコン関連にとらわれず多岐にわたるように

なり，異分野交流もより充実してきた。参加した高校生は，運営指導委員の指導や助言を受けると

ともに，互いに質問し合うことで切磋琢磨して研究のノウハウや知識を習得できた。また高校生に

よる夏休み理科自由研究相談や小学生（保護者）向け自由研究支援を実施することにより，小中学

生の理科に対する興味・関心や探求心を向上させ，具体的テーマを持って実験や研究に取り組ませ

ることができた。またこれらの取り組みにより科学的思考力や判断力，表現力が育成されることが

期待できる。

さらに高校生による小中学校への出前授業では，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起

し，同時に指導をした本校理数科の生徒達も，｢正確な知識｣の大切さや分かりやすく説明する事の

難しさを知るうえで良い経験となった。高校の教師ではなく高校生が小中学生を指導したことに大

きな意味があり，高校生，小中学生の双方にとって有意義な交流であったと考えられる。

これらの取組により，理数教育を推進させる地域の中核的拠点としての役割を果たし，児童・生

徒の｢目的意識を持った学習活動｣や「科学的な自然観」の育成が期待できる。

○ 実施上の課題と今後の取組

今後の課題と取組としては，研究や理科自由研究支援等において，県内における連携校との関わ

りを充実させることや，生徒による出前授業において，実施校，実施学級を増加させ，指導する実

験内容をより小中学校のニーズに合わせたものに工夫することなどがあげられる。
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鹿児島県立錦江湾高等学校 24～26

⑥ 平成26年度コアＳＳＨの成果と課題(【地域の中核的拠点形成】)(第２章）

① 研究開発の成果

１ 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成26年度の公立の県内連携校は鹿児島中央高校，理数科をもつ国分高校，普通科・農業科・

工業科・商業科をもつ曽於高校，普通科・商業科をもつ福山高校の４校であった。また，私立高

校である鹿児島高校も連携校として加わり，県内の連携校が５校となり，鹿児島モデルを実行す

る基盤となった。昨年度と同様に，研究計画発表会や研究成果発表会等を通じた生徒どうしの交

流の他，理科教員どうしの情報交換も行った。特に国分高校・福山高校・曽於高校・鹿児島高校

においては，わくわく教室コラボで共同実験教室を行うなど，実験教室を通じての交流を深める

ことができた。

運営指導委員である大学教員については，本校のコア SSH の取り組み状況や経緯をよく把握

している，ダイコンコンソーシアムの体制（鹿児島大学内海教授，岡本准教授，大富教授，九州

大学丸山准教授，東北大学渡辺教授，三重大学諏訪部准教授）を継続するとともに，昨年同様，

物理と地学分野の指導体制の強化を考え，鹿児島大学秦准教授と鹿児島大学大木名誉教授を運営

指導委員に加え，幅広い理数研究の課題に対応できるネットワークとした。また，鹿児島県教育

委員会をはじめ県組織との連携体制は，これまで通り鹿児島県総合教育センター，鹿児島県立博

物館，鹿児島市教育委員会，鹿児島市立科学館などで構成し，指導を仰いだ。

研究支援については，年２回の運営指導委員会と研究会を中心としたが，ダイコンコンソーシ

アムのＷebページを改変した「鹿児島モデルＷebページ」のブログを通じて運営指導員や連携校

の教諭から実験のアドバイスをいただいた。今年度はわくわく実験教室で作成した実験プリント

や実験動画（youtube）を掲載した。

２ 「教育資源活用プログラム」の実践

創立以来43年間，本校が取り組んできた数多くの理数科課題研究（物理，化学，生物，地学，

数学等）の成果を，教育資源データバンクとして活用した。運営指導委員会は夏（８月）と冬（1

2月）に設け，各学校における課題研究のテーマ設定，研究展開，研究成果発表，成果普及までを

一連の取組とし，そのあり方について具体的に研究協議をした。研究発表会についても同時に，

夏と冬の２回実施し，研究方法やデータ解析，プレゼンテーションについての適切な運営指導員

の指導助言をもとに，各連携校が各分野における研究を推し進めた。また，生徒間の情報交換が

盛んに行われ，参加した生徒の理科研究に対するモチベーションを向上させることができた。ま

た，今年度は研究会で鹿児島大学大学院理工学研究科ハフィーズ ウル レーマン助教に｢高校生

のための科学英語講座｣，鹿児島大学理学部大木公彦名誉教授に「火山と生きる 火山・防災・ジ

オパーク」の講演を実施した。その講演会の資料はダイコンコンソーシアムのＷＥＢページに掲

載しており，いつでも回覧できる。

３ 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

小中学生対象の夏休み理科自由研究相談(科学の祭典)では，本校サイエンス部の生徒が，研究

テーマや方法について丁寧にヒントを与え，自由研究への積極的な取組を促した。
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昨年度に引き続き近隣の小中学校（平川小学校，福平小学校，谷山小学校，瀬々串小学校，福

平中学校）と連携をとり，本校理数科の生徒による出前授業を実施した。３つのテーマの実験を

準備し，ローテーションで全てを体験できるようにした。高校生が教えるということで小中学生

も親しみやすく，気軽に質問したり和やかな雰囲気で積極的に活動していた。終了後のアンケー

トでも｢普段できない実験ができて楽しかった｣，｢高校生が分かりやすく説明してくれた｣，｢自分

の家でもう一度やってみたい｣など好感度の高い回答が多く，また小中学校の教職員からも｢毎年

実施して欲しい｣との要望もされ，この企画により身近な科学や実験に対する興味関心を十分に喚

起することができたと考えられる。

また，大型商業施設（イオン鹿児島・イオン隼人国分ショッピングセンター）・鹿児島市立科

学館で，わくわく実験教室を行った。イオン鹿児島は錦江湾高校だけの実施であったが，イオン

隼人国分店では，錦江湾高校を含めた県内のコア SSH 連携校である国分高校・曽於高校・福山

高校・鹿児島高校の５校合同で実施し， 理科教育の普及を行うとともに，参加生徒のプレゼン能

力や表現力の向上を目指した。さらに，市立科学館では全国のコア SSH 連携校13校が，生徒交

流会の一環で実験教室を行った。幹事校である錦江湾高校が，主体的に他校の生徒に実験助言を

中心的に行い，高校間の連携・交流を深め，コアＳＳＨ鹿児島モデルを推進した。

② 研究開発の課題

１ 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成24～26年度は，鹿児島県における高大連携や小中高連携の中心を本校が担い，以前に構築

されたダイコンコンソーシアムの連携で習得した研究のノウハウを基盤にして，理数教育の推進

を目的として取り組んできた。現在，県外連携校との活動に比して，県内での高校間あるいは小

中高連携による活動はやや消極的である。平成27年度は，県内の高校に新規に募集をかけ，理数

研究やその成果発表，さらに小中学校への理科自由研究支援，出前授業，大型商業施設での実験

教室などに連携して取り組む体制を構築していく。また，これらの理科自由研究支援，出前授業

をより有意義なものにするためには，小中学校の実情を理解し，それに合った企画をすることが

大切であることから，小中学校の教職員(校長，教頭，理科主任など)を運営指導委員に加えるこ

とも検討し，小中高連携の規模を広げ充実したものにする。特に，実験教室において中学生の参

加が著しく少ない，そのため，中学校や学習塾と連携したプログラムを構成しなければならな

い。そして，博物館や科学館などの理科に関する教育施設がない地域（理科教育過疎地）につい

て，実験教室を行っていく。特に離島を抱える鹿児島では錦江湾高校がモデル校になり取組を全

国に発信していきたい，また，鹿児島モデルＷebページを活用し，研究に関する高校間や運営指

導委員とのコミュニケーションを活発化させ，情報交換体制を連携校全体に広げる。このように

県内のネットワークを確立し，強化していくことが｢地域の中核的拠点｣としての本校の役割であ

り，｢鹿児島モデル｣を完成に近づけるものと考える。

２ 「教育資源活用プログラム」の実践

本校のＳＳＨによる学校設定科目｢サイエンス・リサーチ(ＳＲ)｣は大学等の連携により進めら

れている課題研究であり，大学教員の指導や施設，設備の利用など，大学の協力により実践的な

実験・研究が実施されている。よって，実験方法や実験機器の扱い方，データ解析法，プレゼン

テーションなど多くを学び習得することができる。平成27年度はこのような課題研究の取り組み

を充実させ，学び得たノウハウを教育資源として蓄積していく。また，これらの研究成果を発表

することで教育資源の普及につなげる。年２回，８月と12月に開催する研究会(生徒研究発表会)
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では，ＳＲの研究班やサイエンス部に積極的な発表を促し，県内外の連携校とともに共有の教育

資源をつくり，スキルアップを目指す。その他，各分野における学会やコンテストへの積極的な

参加を促す。

生徒１人ひとりが学び得た研究のノウハウや科学の知識を，小中学生の理科自由研究支援，出

前授業に生かし成果普及に努める。さらに，鹿児島モデルＷebページから成果を公開し普及に努

める。

３ 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

昨年初めて，生徒による出前授業を，近隣の小中学校３校で各校１学級ずつ実施した。今年度

は出前授業を小学校５校で６学級・中学校１校で３学級に拡大した。好評で，小中学校側から，

実施学級を増やして欲しいとの要望もあるが，同学年で実施していない学級の児童が羨ましそう

にしていたり，なぜ自分の学級は出前授業が実施されないのかという声が多く聞かれる。よっ

て，小学校の体育館を貸し切り，より多くの児童が参加できる実験ショーを実施したいと考えて

いる。

平成27年度は，小学校や中学校の学年，授業内容や進度を考慮して適切な内容を選び，より高

い成果が得られるように教材や授業展開を工夫していく。特に，中学校や学習塾などと連携を深

め，受験に対応した実験教室などを行うことにより，理科離れが進んでいる中学生に対して，興

味関心を深めていきたい。また，中学校の先生などを高校へ招き，理科実験に関する研修を行っ

ていきたいと考えている。

小中学生にとって教壇に立つ高校生は新鮮であり，また親しみやすい。実験内容や授業展開を

工夫すれば，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起する最も効果的な企画であるといえ

る。また，指導する高校生にとっても，教える内容の正確な知識と理解の大切さや分かりやすく

説明することの難しさを実感し，学ぶ良い機会となると考える。また，小中学生理科課題(自由)

研究支援も連携校の規模をできるだけ拡大し，充実を図る。
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⑦ コアＳＳＨ実施報告書（本文） （第３章 研究課題の概要）

１ 研究開発の課題

(1) 研究テーマ

鹿児島県立錦江湾高等学校における「課題研究支援ネットワーク」と「教育資源活用プログラ

ム」による中核的拠点形成 ～ダイコンコンソーシアムを発展させた「鹿児島モデル」の推進～

(2) 研究のねらい・目標

平成23年度以前のコアＳＳＨ事業（ダイコン

コンソーシアム）において，身近な野菜である

「ダイコン」を中心素材として，課題研究の深

化，教材化，国際化などの幅広い教育・研究開

発を展開した。

平成24年度以降，ダイコンコンソーシアムを

通した高大連携を基盤に，ここで学んだノウハ

ウや研究成果等を活かし，小・中学校を含めた

理数教育の推進を目指しており，学校，研究機

関，行政機関との連携を充実させる。

「研究支援ネットワーク」と理科研究技術や知識の

向上，そしてその成果普及の手段である「教育資源の活用」を柱とした「鹿児島モデル」（図２）を構

築する。特に，成果普及活動は，理科研究を通して多くのことを学んだ高校生自身が，小中学生を対象

とした課題(自由)研究支援や出前授業を行い，正確な知識と理解の大切さや分かりやすく説明すること

の難しさを学ぶとともに，小中学生の｢身近な科学｣への興味・関心を喚起し，科学的に探求する能力と

態度を育てることをねらいとしている。平成26年度は，県内連携校が6校，県外連携校は東日本まで広

がる11校（ＳＳＨ校が9校；その他2校）で，本校を含む17の高等学校により研究開発を推進した（図

１）。

図２ 小中高大連携による「鹿児島モデル」

図１ 平成26年度 連携校
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２ 研究開発の経緯

４月 １日：文部科学省よりコアＳＳＨ「地域の中核的拠点形成」の採択（3年間）

５月 16日：本校生徒による小・中学校出前授業（福平小学校・福平中学校）

７月 ４日：本校生徒による小・中学校出前授業

（喜入小学校・瀬々串小学校・平川小学校・谷山中学校)

７月19,20日：わくわく実験教室 錦江湾高校×イオン鹿児島（イオン鹿児島）

７月26,27日：科学の祭典，小中学生理科課題(自由)研究支援

８月21,22日：第１回研究会 及び 運営指導委員会（鹿児島大学理学部）

本校・連携校の研究計画発表，指導・意見交換

11月 16日：わくわく実験教室 コラボ（イオン隼人国分ショッピングセンター）

12月５,６日：第２回研究会及び 運営指導委員会（鹿児島大学理学部）

異分野交流・研究成果のポスター発表

12月 ６日：三学会（日本動物・植物・生態学会合同鹿児島例会）との同時開催

県内高校４校４テーマがポスター発表

12月 ６日：わくわく実験教室in市立科学館（鹿児島市立科学館）

２月 中旬：研究報告書要旨作成，各テーマA4 版 1 ページ， 本校に提出

３月 上旬：コアＳＳＨ研究開発実施報告書作成

３月 20日：つくばScience Edge2015（つくば国際会議場）

本校が１テーマ，連携校：曽於高校が１テーマを発表

３月 27日：ジュニア農芸化学会2015 「高校生による研究発表会」（岡山大学）

連携校：福山高校が１テーマを発表

３ 研究開発の内容

(1) 研究の仮説

① 全国ダイコンコンソーシアム及び高大連携を通した課題研究の取組・成果を活用することに

より「課題研究支援ネットワーク」を構築するができる。特に，小・中学校をネットワークに

組み入れることにより，高校間はもとより，小・中学校を含めた本県全体の理科課題研究等へ

の取組を活発にし，理数教育推進を図ることができる。また，学会発表や科学コンテスト等へ

の参加により，生徒のスキルアップを図ることができる。

② 「教育資源活用プログラム」の実践として，ダイコン研究に留まらず，物理，化学，地学な

どの課題研究の情報を蓄積するとともに提供を行う。高大連携による大学レベルの専門的な研

究ノウハウの活用は，高校生だけでなく理科教員のスキルアップを図ることができる。また，

小・中学校の課題(自由)研究や科学(理科)的活動の支援により，小・中学生の科学への興味関

心を喚起し研究意欲の向上を図ることができる。

③ 「小中高大連携」による理数教育事業の推進により，関わった児童・生徒のプレゼンテーシ

ョン能力やコミュニケーション能力の向上を図ることができる。特に，大型商業施設での実験

教室出前授業を実施することにより，低学年から｢身近な科学｣への興味・関心を喚起し，科学

的に探究する能力や態度を育成することができ，本県理数教育を充実させ，推進させることに

つながる。
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(2) 研究内容・方法・成果・検証

① 本校生徒による出前授業(平成27年５月16日，７月４日，図３)

ａ 研究内容・方法

本校の天文物理部・化学研究部・生物研究部を５月16日に福平小・福平中の２校，７月４

日に喜入小・瀬々串小・谷山小・平川小の４校に派遣し，｢人工イクラをつくる｣，｢発泡ス

チロールの手形をつくる｣，｢紙トンボをつくる｣の３つの実験を指導する出前授業を実施し

た。

ｂ 成果・検証

高校生が教えることで，小・中学生も親しみを持って積極的に取り組めた。｢身近な科学｣

への興味・関心を十分に喚起することができ，また高校生にとっても，理科の正確な知識と

理解の大切さや分かりやすく説明することの難しさを学ぶ良い機会となった。この内容は，

地元新聞からも注目される(資料１，２)とともに，アンケートの結果，参加した児童・生徒

及び小・中学校教職員からも高く評価された。（p.79参照）

② わくわく実験教室 錦江湾高校×イオン鹿児島（平成27年7月19.20日，図４）

ａ 研究内容・方法

本校生徒が，鹿児島市にあるイオン鹿児島の広場で主に小学生を対象に実験教室を行った。

事前告知として，地元紙や情報誌に掲載してもらった。また，イオン鹿児島のＷebページに

も掲載された。ＰＲポスターを作成し，地元の小学校にも配付をした。

実験内容は①人工イクラを作ろう②色鉄筆を作ろう③ストロー笛を作ろう④手形を作ろう

⑤備長炭の電池を作ろう⑥スライムを作ろう⑦指紋検出をしよう⑧ベンバムのコマを作ろう

⑥紙トンボを作ろうの９個の実験ブースと夏休みの自由研究のアドバイスコーナーを設置し

た。

ｂ 成果・検証

事前告知の効果もあり，実験の参加者の延べ人数は1289人で，多くの児童らに実験の楽し

さや驚きを提供し，理科教育の普及を行った。発泡スチロールトレーや牛乳パックなどのエ

コな実験道具を使ったことで，参加者は環境について学ぶこともできた。本校生徒のプレゼ

ン能力や表現力の向上にも寄与した。この内容は地元新聞からも注目され(資料３)，アンケー

トの結果から参加者からも高く評価された。(p.80～81参照)

図２ 福平中学校 図３ 福平小学校
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③ 「科学の祭典」での本校生徒（生物研究部・天文物理部）による夏休み理科自由研究相談

（鹿児島市立科学館との連携（平成26年７月26･27日，図５）

ａ 研究内容・方法

かごしまおもしろ科学フェスティバル（青少年のため

の科学の祭典）において，本校の生物研究部と天文物理

部の生徒が，小中学生に対し, 夏休みの理科自由研究の進

め方やおもしろい自由研究等を紹介した。

ｂ 成果・検証

各研究について，生徒が取り組んでいる理科研究と関

連させたりして，高校生の視点でアドバイスや説明がで

きた。

④ 第１回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会：研究計画発表（平成26年８月21,22日 図６）

ａ 研究内容・方法

鹿児島大学理学部で運営指導委員会を開催し，これまでの成果と本年度の事業計画につい

て協議した（第４章参照）。研究計画発表会では，ダイコン関連研究や遺伝子，火山，防災

関連の研究など，多岐な内容にわたり，各校より本年度の研究計画に関してパワーポイント

による発表が行われた。また，東北大学大学院生命科学研究科渡辺正夫教授に「課題研究・

小中高大連携に望むこと-観察力，論理的思考力，キャリア教育，小学校理科専科-」，鹿児

島大学大学院理工学研究科ハフィーズウルレーマン助教に｢高校生のための科学英語講座｣と

いうテーマで講演と講義していただいた。。

ｂ 成果・検証

研究会では，運営指導委員や高校の教員からの指導・アドバイスと活発な質疑応答がなされた。

特に「高校生のための科学英語講座」は大変好評で，英語での表現方法を学ぶことが

できた。

図５ 本校生による自由研究相談

図４ 一番人気のスライムづくり 図５ 会場の全景

図６ 生徒による質疑 図８ ハフィーズ先生の講義図７ 渡辺先生の講義
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⑤ わくわく実験教室 コラボ（平成27年11月16日）

ａ 研究内容・方法

錦江湾高校を含めた県内のコアＳＳＨ連携校である国分高校・曽於高校・福山高校・鹿児

島高校の５校が合同で，霧島市にあるイオン隼人国分ショッピングセンターの２Ｆイオンホ

ールで主に小学生対象に実験教室を行った。霧島市教育委員会や各テレビ会社・新聞の後援

をいただいた。事前告知として，地元紙や情報誌に掲載してもらい。イオン隼人国分店のホ

ームページにも掲載された。また，ＰＲポスターを作成し，近隣の小学校に配付した。

実験内容は①人工イクラを作ろう②手形を作ろう③スライムを作ろう④色鉄筆を作ろう

⑤備長炭の電池を作ろう⑥ストロー笛を作ろう⑦ベンハムのコマを作ろう⑧紙トンボを作ろ

⑨クリップモーターを作ろう⑩電磁石で魚釣りの10個の実験ブースを設置した。

ｂ 成果・検証

事前告知の効果もあり，実験の参加者の延べ人数は664人で，多くの生徒に実験の楽しさ

や驚きを提供し，理科教育の普及を行えた。幹事校である錦江湾高校が，主体的に他校の生

徒に実験助言を行い，高校間の連携を深め，コアＳＳＨ鹿児島モデルを推進した。この内容

は，地元新聞に掲載され，地元のケーブルテレビであるＭＣＴ南九州ケーブルテレビネットに

も取り上げられた。また，アンケートの結果，参加者からも高く評価された。（p.82～83参

照）

⑥ 第２回コアＳＳＨ研究会・運営指導委員会:研究成果発表並びに三学会での発表

（平成26年12月５･６日, 図７）

ａ 研究内容・方法

運営指導委員会では，本年度のコアSSH事業の研究内容と成果，今後の課題について協議

が行われた（p86参照）。研究会では，連携校のそれぞれのテーマで，８月の研究計画発表

以後の 成果や取り組み状況についてポスターで発表した。三学会（日本動物学会・植物学

会・生態学会）（図９）では，県内の高校４校(４テーマ)が発表を行った。

ｂ 成果・検証

ダイコン関連研究の他，さまざまな研究テーマが加わり異分野交流が進んだ。各グループ

ともそれぞれ工夫を凝らしたポスターで，具体的に実験結果や考察，今後の課題等について

発表がなされ，それらについての質問や意見交換が活発に行われ，互いに刺激し合う充実し

た研究会となった。また，英文ポスターが３件あったので，第１回コアSSH研究会で講義さ

れたハフィーズ先生に助言していただいた。鹿児島大学理学部名誉教授大木公彦先生に｢火

山と生きる火山・防災・ジオパーク｣というテーマで講演をしていただいた(図10)。好評で，

高校生の科学への興味関心を高めることができた。

図９ 三学会でのポスター発表 図10 大木先生の講義
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⑦ わくわく実験教室 in 市立科学館（平成26年12月6日，図９）

ａ 研究内容・方法

錦江湾高校を含めた全国のコアＳＳＨ連携校の13校（仙台第一高校，福島高等学校，小松

高校，各務原西高校，住吉高校，広島国泰寺高校，松山南高校，致遠館高校，宮崎北高校，

曽於高校，福山高校，鹿児島高校）が，鹿児島市にある鹿児島市立科学館で，主に小学生を

対象に実験教室を行った。事前告知として，地元紙や情報誌に掲載してもらった。また，鹿

児島市立科学館のホームページ・Facebookでも広報してもらった。ＰＲポスターを作成し，

近隣の小学校に配付をした。

実験内容は①人工イクラを作ろう②手形を作ろう③スライムを作ろう④色鉄筆を作ろう

⑤備長炭の電池を作ろう⑥ストロー笛を作ろう⑦ベンハムのコマを作ろう⑧紙トンボを作ろ

⑨クリップモーターを作ろう⑩電磁石で魚釣り⑪静電気で遊ぼう⑫紙おむつの原料で芳香剤

を作ろうの12個の実験ブースを設置した。また，実験書の作成にあたり，実験方法の動画を

作りYoutubeにアップした。また，そのYoutubeにアクセスできるようにＱＲコードも作成し，

実験書にＱＲコードを記載した。これらのわくわく実験の実験書（word，pdf形式）は，ダイ

コンのＷebページからダウンロードができる。

ｂ 成果・検証

事前告知の効果もあり，１時間という短い開催時間であったが，実験の参加者の延べ335

人で，多くの児童・生徒に理科教育の理科教育の普及を行った。幹事校である錦江湾高校が，

主体的に他校の生徒に実験助言を行い，高校間の連携を深め，コアＳＳＨ鹿児島モデルを推

進した。この内容は，地元新聞に掲載され，地元のケーブルテレビであるＢＴＶにも取り上

げられた。また，アンケートの結果，参加者からも高く評価された。（p83～84参照）

また，Youtubeにアップしている実験動画も好評で「ストロー笛を作ろうの動画は再生回

数が150回を超え，実験動画全部で再生回数が300回を超えている。

⑧ 高校生向け｢プレゼンテーション講習会｣鹿児島大学理学部（平成27年１月11日，８～11時)

ａ 研究内容・方法

理科研究県代表への課題研究支援を，県高等学校文化連盟自然科学部会，県教育研究会理

科部会，鹿児島大学理学部との連携で行った。｢九州高等学校生徒理科研究大会｣に参加する

高校生と先生方約60人が参加した。鹿児島大学の先生方から，分かり易い口頭発表やポスタ

ー発表のために以下のようなアドバイスをいただいた。

○ 原稿を見ないで，発表をする。

○ プレゼンの文字などが小さい，特にグラフの単位などは大きく示す

ｂ 成果・検証

九州大会において, 鹿児島県勢が，物理部門（池田学園）・化学部門（福山高）・生物部門

（国分高）・地学部門（玉龍高）で優秀賞を獲得した。

図11 わくわく実験教室 in 鹿児島市立科学館
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４ 各校の課題研究テーマ一覧と研究要旨

各校の課題研究テーマを下表に示す。また，要旨は紙面の都合により，広島県立広島国泰寺高校

（p.76）・鹿児島県立曽於高校(p.77)，福山高校(p.78)のみ本誌に掲載します。（他の研究要旨は，

http://daikon-c.com/ に掲載予定）

Table コアＳＳＨ連携校課題研究テーマ一覧

連携校名 課題研究テーマ一覧

宮城県仙台第一高等学校 自生する遺伝子組換え作物の実態

ゲンジボタルの地域別ハプロタイプ分析

福島県立福島高等学校 ダイコンからの糖の抽出

～ダイコンからの生分解性プラスチックの合成 ２０１４ ～

フラーレンの合成

～簡易的アーク放電装置での効率的な製造を目指して～

石川県立小松高等学校 小松高校生物部の小中学生向け講座の取り組み

源助ダイコンの栽培と観察

レインボーローズをつくろう

岐阜県立大垣東高等学校 ダイコンのすりおろしの粗さによる辛味成分の量の違いについて

岐阜県立各務原西高等学校 周波数の違いによる成長への影響

大阪府立住吉高等学校 アブラナ科植物の化学生態

香川県立観音寺第一高等学校 大根の辛味成分を増加させよう!!

広島県立広島国泰寺高等学校 ダイコンのストレスと環境条件Ⅵ（p.76掲載）

愛媛県立松山南高等学校 赤色光・遠赤色光がレタス種子の発芽に与える促進・抑制効果

愛媛県立松山南高等学校 カイワレダイコンは音源に向かって傾くのか

佐賀県立致遠館高等学校 ダイコンの生長と塩類の影響

宮崎県立宮崎北高等学校 スライムを用いたマグマモデルによるハザードマップの検証

鹿児島県立曽於高等学校 反磁性の不思議に迫る（p.77掲載）

鹿児島県立福山高等学校 焼酎から酢は作れるか？（p.78掲載）

津曲学園 鹿児島高等学校 周波数によって変化するクラドニ図形について

ダンゴムシの交替性転向反応－触角の関係性－

連成振り子の共振について

鹿児島県立錦江湾高等学校 桜島の降灰量及び二酸化硫黄SO2の測定器の開発

二酸化窒素NO２の測定器の開発

火山雷の特性とメカニズムの解明に挑む

ダイコンの耐塩性
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５ 実施の効果とその評価

研究開発を実施した結果，以下のような成果や効果が現れた。

(1) 本校生徒による出前授業（５月16日と７月４日の２回実施）

〔実施方法〕５月16日に福平小５年１組34人，福平中学校１学年119人，７月４日に喜入

小６年い組42人，瀬々串小６年１組23人，谷山小６年１組41人，平川小５年１組８人を対象

に実施した。

実験講師は本校（天文物理部・生物研究部・化学研究部）の生徒を各学校に派遣

し，｢人工イクラ｣・｢発泡スチロールの手形を作ろう｣・｢紙とんぼを作ろう｣の３つ

の実験授業(指導)を行った。児童生徒は，ローテーションで全ての実験を体験した。

〔アンケート結果〕

ア 児童・生徒の感想（抜粋）

・人工でイクラが作れるのにびっくりした。

・スポイトから出てくる人工イクラがきれいでかわいかった

・発泡スチロールとリモネンがなぜお互いに溶け合うとするのか興味を持った。

・身近にある物で紙トンボを作ることができた。

・牛乳パックで紙トンボが生まれた。家で作ろうと思います。

イ 教職員の感想

・子供達が薬品を混ぜてイクラができる瞬間を見ることができた点。事象の変化

に驚く様子が興味深かった。子供達の意欲や興味を喚起する物だと思う。

・紙トンボは簡単でビューンと飛び上がったときの感動が意外と大きかった。イ

クラの方は手先の細かい加減が必要で上手くいかなかったところもあるが，そう

いう経験も子供達には大切かな？面白い実験や普段はなかなかできない実験を有

り難うございました。
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(2) 「わくわく実験教室 イオン鹿児島×錦江湾高校」（7月19～20日）

〔実施方法〕錦江湾高校生が，９ブースや受付誘導係を分担し，イオン鹿児島に場所

をお借りして，主に小中学生対象に実験教室を行った。

〔実験内容〕（９ブース＋自由研究相談）

〔実験参加者〕1289人

〔アンケート結果〕参加者の中から209人分の回答を集計

１ 実験対象者 ２ 楽しかったですか ３ 実験教室を実施を望む

小中学校への出前授業掲載新聞記事

未就学児

22.7%

小学生

56.4%

中学生

0.9%

保護者

18.2%

祖父・祖

母

0.0%

その他

1.8%

大変面

白かっ

た

68.7%

面白

かった

30.3%

普通

1.0%

つまら

なかっ

た

0.0%

人工イクラを作ろう 色鉄筆を作ろう ストロー笛を作ろう

手形を作ろう 備長炭の電池を作ろう スライムを作ろう

指紋検出をしよう ベンバムのコマを作ろう 紙トンボを作ろう

夏休みの自由研究のアドバイスをします。

ぜひ

行って

ほしい

81.5%

行って

ほしい

17.4%

どちら

でもい

い

1.0%
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〔感想（抜粋）〕

・リモネンで発泡スチロールが溶けることを聞いてびっくりした。

・大変分かり易く，優しくて嬉しかった。大変も楽しくて，他の実験もしたい！

・本当に楽しく，皆さん優しく教えてくださって大人も楽しめた。有り難う。

・とてもいい試みだと思います。今後も続けてほしいです。とても楽しかった。

・自由研究のヒントももらえてよかったです。

・他の実験もしたいと思いました。ありがとうございました。

・ただ実験だけでなく，実験材料や実験原理まで教えてもらえて大人も楽しめた。

・夏休みにこのような企画があると親子で楽しめるので，是非またしてください。

・ストローで音がなっておもしろかったです。親子で楽しめました。

・子どものやりたいことがいっぱいあったので，時間がもっと欲しかったです。

・楽しくできていたので良かったです。また是非お願いします。

・特別な人でなく，学生さんが教えてくださったことで子供が親しみやすく，話

もよく聞いていたと思います。

・とても丁寧に説明してもらって分かりやすかったようです。簡単かつ短時間で

できたので集中してできていました。ありがとうございました。

・子どもが面白がって 10 種類の研究を全部やってみたいと言っています。

・なかなか実験を体験する機会がないので良い機会でした。

・やさしく教えてくれてありがとうございました。

・今年 1 年生になったばかりなので，今後の参考にもなり，子どもも楽しんでい

たのでとっても良かったです。やり方の入門書いいですね！

・娘が“楽しそう”と手を引いて連れてこられたら，大人も楽しめました。

・子ども達もとても楽しめて良かったです。ありがとうございました。

・質問しても詳しく説明してくださいました。

・高校生の方もとても丁寧でしっかりされていてすごいでした。とても良い体験

が出来ありがとうございました。3 つ体験しましたが，小 4 の娘はストローが一

番楽しかったそうです。私はコマが良かったです。

・子どものわくわくしている顔が見れてとても良かったと思います。個人では準

備も大変なのでこの様な企画があるとうれしいです。

・とても楽しかったようで 2 回も来ました。ありがとうございました。

「わくわく実験教室 イオン鹿児島×錦江湾高校」の新聞記事
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(3) 第１回 コアＳＳＨ研究会

〔アンケート〕参加者全員にアンケートを実施。55人の回答で集計した。（生徒55

人，連携校教員14人，幹事校教員１人，運営指導委員３人）

〔感想〕良かった点として，「全体的にアドバ

イスがもらえるようにしてあげたらいいと思

います」，「全国のＳＳＨの人が発表する所が

良かった」，「英語講座や渡辺先生の話も聞け

て今後の研究の参考になった」，「英語の講座

は英語での発表をする際に，絶対に使えると

思ったのでありがたかった」，要望として「質

疑応答の時間がもう少し欲しかった」，「生徒

交流会でもっと交流しやすいことがしたかっ

た」などの意見が出された。

(4) 「わくわく実験教室 コラボ」（11月16日）

鹿児島県内のコアSSH連携校（錦江湾高校，国分高校，曽於高校，福山高校，鹿児

島高校）の生徒が，イオン隼人国分店のお客様（主に小学生対象）に対して実験教室

を行い，高校間の連携を深め，コアＳＳＨ鹿児島モデルを推進した。

〔実験内容（１０ブース）〕

〔実験参加者〕６６５人（ 1 日）

〔アンケート結果〕参加者の内から 209 人分の回答を集計した。

１実験対象者 ２実験教室をどこで知りましたか

３楽しかったですか ４イベントを知った理由

Ｎｏ 実験内容 Ｎ ｏ 実験内容

１

電磁石で魚釣り（曽於高校提案）１ ０備長炭の電池を作ろう５

クリップモーターを作ろう（鹿児島高校提案）９色鉄筆を作ろう４

紙トンボを作ろう８スライムを作ろう３

ベンハムのコマを作ろう７手形を作ろう２

ストロー笛を作ろう６人工イクラを作ろう
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〔参加者の感想〕

・未就学児には魚釣りが大変面白

かったようです。小３の上の子は，

電磁石が作れると思っていたので，

少し残念がっていました。どうい

うことをやれるのか先に分かって

おくと選びやすいと思いました。

このような活動は本当に興味深く，

今後も楽しみです。

・高校生の人数が多くて個別に教

えて もら えるの で， 分からな くて

もで きて 良かっ た。 子供の進 路の

上で も， このよ うな 体験が小 さい

うち にで きるの は貴 重だと思 うの

で続けていただきたい。

・科学を利用したトリックはすば

らしいと思います。

・小学生一人でも参加可能で良い。

・分かりやすく説明があり楽しく

実験できました。ありがとうござ

いました。

・人工イクラが身近なもので作れ

てびっくりしました。

・子どもがすごく楽しみにしてい

て参加しました。思っていた以上に面白く，楽しく実験をしていました。今日はありが

とうございました。

・とても楽しくできました。また参加したいです。頑張っている高校生の姿が格好いい !!

・科学に触れる機会を増やすと子供達もさらに興味・関心をもって理科のお勉強を楽し

むのではないでしょうか。

・楽しみに待っていたので，子供達もいろいろな実験をできて良かったです。学生さん

達も準備ご苦労様でした。

(5) 「わくわく実験教室 in 市立科学館」（12月6日）

〔実施目的〕コアSSH連携校が鹿児島市立科学館で，交流会の一環として，実験教室を

行うことにより，理科教育の普及を図るとともに，参加生徒のプレゼン能力や表現

力の向上を目指す。

わくわく実験コラボの新聞記事

Ｎｏ 実験内容 Ｎｏ 実験内容

１ 人工イクラを作ろう ７ ベンハムのコマを作ろう

２ 手形を作ろう ８ 紙トンボを作ろう

３ スライムを作ろう ９ クリップモーターを作ろう

４ 色鉄筆を作ろう １０ 電磁石で魚釣り

５ 備長炭の電池を作ろう １１ 静電気で遊ぼう

６ ストロー笛を作ろう １２ 紙おむつの原料で芳香剤を作ろう
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〔実験参加者〕３３５人（２時間）

〔参加者の感想〕

・有り難うございました。

高校生 がと ても お姉さん

・お兄さんに見えました。

・子供 が喜 ぶよ うにお手

伝いし てく れて ，親も嬉

しかったです。

・お兄 さん ，お 姉さんが

親切丁 寧に 教え て下さっ

たので ，親 は後 ろから見

ている だけ で， 自分たち

で聞き なが らす ることが

できてうれしそうでした。

（芳香 剤等 持ち 帰りがで

きて， 家で 使え るもので

大満足です。）

・分か り易 く簡 単に教え

てくれました

・あと 何回 か， いやあと

１０回 行っ てく ださい。

次はどこであるの。

・あと 五回 科学 館で実験

を行ってください

・高校生の皆さんとても親切に接して下さり有り難うございました。子供も喜ぶの

で是非回数を増やしていただきたいです。

・とても分かり易く説明していました

・初めてだったので大変良かったです。高校生の方がとても親切。もう少し長くや

って欲しい。

⑥ 第２回コアSSH研究会

アンケート55（生徒55 連携校教員14）

良かった点として，「ポスターで発表し合うことで

良い刺激になった」，「夏に出来なかった質問がで

き，お互いの研究の情報を知ることができ参考にな

った」，「自分の実験への意見をその場で直接いた

だけるので，とても理解を深めやすいし，欠点も見

つかりやすかった」などの意見が出された。また，

要望としては「ポスター発表の時間をもっと増やし

て欲しい」，「実験教室を初日にすれば，生徒間の

交流により，ポスターセッションでもっと生徒同士の議論が生まれたのではないか」

などの意見が出された。
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６ 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

(1) 「課題研究支援ネットワーク」の構築

平成27年度は，県内の高校に新規に募集をかけ，理数研究やその成果発表，さらに

小中学校への理科自由研究支援，出前授業，大型商業施設での実験教室などに連携し

て取り組む体制を構築していく。また，これらの理科自由研究支援，出前授業をより

有意義なものにするためには，小中学校の実情を理解し，それに合った企画をするこ

とが大切であることから，小中学校の教職員(校長，教頭，理科主任など)を運営指導

委員に加えることも検討し，小中高連携の規模を広げ充実したものにする。特に，実

験教室において中学生の参加が著しく少ない，そのため，中学校や学習塾と連携した

プログラムを構成しなければならない。そして，博物館や科学館などの理科に関する

教育施設がない地域（理科教育過疎地）について，実験教室を行っていく。特に離島

を抱える鹿児島では錦江湾高校がモデル校になり取組を全国に発信していきたい。

また，鹿児島モデルＷebページを活用し，研究に関する高校間や運営指導委員との

コミュニケーションを活発化させ，情報交換体制を連携校全体に広げる。このように

県内のネットワークを確立し，強化していくことが｢地域の中核的拠点｣としての本校

の役割であり，｢鹿児島モデル｣を完成に近づけるものと考える。

(2) 「教育資源活用プログラム」の実践

本校のSSHによる学校設定科目｢サイエンス・リサーチ(SR)｣は大学等の連携により

進められている課題研究であり，大学教員の指導や施設，設備の利用など，大学の協

力により実践的な実験・研究が実施されている。よって実験方法や実験機器の扱い方，

データ解析法，プレゼンテーションなど多くを学び習得することができる。平成26年

度はこのような課題研究の取り組みを充実させ，学び得たノウハウを教育資源として

蓄積していく。また，これらの研究成果を発表することで教育資源の普及につなげる。

年２回，８月と１２月に開催する研究会(生徒研究発表会)では，SRの研究班やサイエ

ンスクラブに積極的な発表を促し，県内外の連携校とともに共有の教育資源をつくり，

スキルアップを目指す。その他，各分野における学会やコンテストへの積極的な参加

を促す。

生徒１人ひとりが学び得た研究のノウハウや科学の知識を，小中学生の理科自由研

究支援，出前授業に生かし成果普及に努める。

さらに，鹿児島モデルＷebページから成果を公開し普及に努める。

(3) 「小中高大連携」による理数教育事業の推進

昨年初めて，生徒による出前授業を，近隣の小中学校３校で各校１学級ずつ実施し

た。今年度は出前授業を小学校５校で６学級・中学校１校で３学級に拡大した。好評

で，小中学校側から，実施学級を増やして欲しいとの要望もあるが，同学年で実施し

ていない学級の児童が羨ましそうにしていたり，なぜ自分の学級は出前授業が実施さ

れないのかという声が多く聞かれる。よって，小学校の体育館を貸し切り，より多く

の児童が参加できる実験ショーを実施したいと考えている。

平成27年度は，小学校や中学校の学年，授業内容や進度を考慮して適切な内容を選

び，より高い成果が得られるように教材や授業展開を工夫していく。特に，中学校や

学習塾などと連携を深め，受験に対応した実験教室などを行うことにより，理科離れ

が進んでいる中学生に対して，興味関心を深めていきたい。また，中学校の先生など

を高校へ招き，理科実験に関する研修を行っていきたいと考えている。

小中学生にとって教壇に立つ高校生は新鮮であり，また親しみやすい。実験内容や

授業展開を工夫すれば，小中学生の｢身近な科学｣への興味関心を喚起する最も効果的
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な企画であるといえる。また，指導する高校生にとっても，教える内容の正確な知識

と理解の大切さや分かりやすく説明することの 難しさを実感し，学ぶ良い機会とな

ると考える。また，小中学生理科課題 (自由 )研究支援も連携校の規模をできるだけ拡

大し，充実を図る。

⑧ コアＳＳＨ関係資料（第４章 資料）

１ 運営指導委員会・研究会

(1) 第１回コアＳＳＨ運営指導委員会「ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島

モデルの推進」

① 日 時 平成２６年８月２１日（木） ８：３０～９：３０

② 場 所 鹿児島大学 理学部１号館２階 大会議室

③ 会 順

受付 大会議室前 ８：００～ ８：３０

運営指導委員会 ８：３０～ ９：３０

開会行事

開会のあいさつ（県教育委庁月野高校教育課長）

研究開発指定校長あいさつ（吉田校長）

高校関係職員紹介（中間教頭）

協議等（議長：内海教授） ８：４０～

(1) コアＳＳＨ事業計画説明（河野教諭）（１５分）（８：４０～５５）

・ 昨年度の事業内容とその成果

・ 本年度の連携校及び本年度の事業計画（案）

(2) 協議（３０分） （８：５５～９：２５）

・ コアＳＳＨ研究の方向性，研究テーマについ

・ コアＳＳＨ研究の取組と課題，地域連携，全国連携の在り方

閉会行事

閉会のあいさつ（中間教頭） （９：２５～２７）

事務連絡等 （９：２７～３０）

④ コアSSH運営指導委員一覧

⑤ 第１回運営指導委員会参加者

運営指導委員 内海 岡本 渡辺 諏訪部 秦 大木 水流 野中

県教育委員会 月野 久保 讃岐（庶務）

氏 名 所 属 職 備 考

内 海 俊 樹 鹿児島大学大学院 理工学研究科 教授 委員長

岡 本 繁 久 鹿児島大学 農学部 准教授 副委員長

渡 辺 正 夫 東北大学大学院 生命科学研究科 教授 副委員長

丸 山 明 子 九州大学大学院 農学研究院 准教授 委員

諏訪部 圭 太 三重大学大学院 生物資源学研究科 准教授 委員

大 富 潤 鹿児島大学 水産学部 教授 委員

秦 浩 起 鹿児島大学大学院 理工学研究科 准教授 委員

大 木 公 彦 鹿児島大学 名誉教授 委員

水 流 芳 則 鹿児島県立博物館 館長 委員

野 中 久 光 鹿児島県総合教育センター 所長 委員
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本校職員 吉田 中間 河野 樋之口 津留 河野 東 德重 奥

⑥ 第１回運営指導委員会記事録

○ 協議等（議長：内海委員長）

内海：主に昨年度の事業内容及びその成果について説明をいただきましたが，

何かご質問はないでしょうか？

渡辺：鹿児島モデルという形はわかるが，実際に鹿児島県内にどう波及してい

るのか。もうひとつは，全国に対しても波及するのであれば逆に，鹿児島県か

ら発信するだけでなく，周りの高校からもらったりするのか？全国から集まっ

た研究会の時に，どういった物を彼らから吸収するのか？

河野：錦江湾高校がまずモデルとなって，小中学校への出前授業を先頭に立っ

てやっていかなければならないということで，モデルを示しました。他校につ

きましては，オリジナルでホームページやブログの方に小松高校さんなどがい

ろいろな活動をしているということは知っています。例えば、この前ありまし

たイオンでの実験教室の時に，昨年夏休みの自由研究支援でベンハムのコマを

仙台第一さんがやっていました。我々錦江湾高校も実験書資料をいただき，そ

の資料をもとにベンハムのコマの実験を行いました。そういう意味で，錦江湾

高校だけと言われるかも知れませんが，いろいろな連携をとりながら，普及し

ていきたいと考えています。全国の高校生との連携ですが，いろいろな形が考

えられると思います。例えば，ダイコンの種をいろいろな学校からもらったり，

送ってもらったりですね。そういうネットワークづくりのきっかけに本研究会

がなれば幸いかなと思っています。錦江湾高校がどうリーダーシップを取って

いくかは，具体的には分かりませんが。

樋之口：第一回の時に，小中高の連携で鹿児島大学をお借りして小松高校や仙

台第一などとうちが一緒にやって，あまり錦江湾は小中学生に実験教室をして

いなかったのですが，これをきっかけに近隣の小中学校に去年から行き始めて，

錦江湾が自主的に行くようになってきています。

内海：今渡辺先生から質問があった点が非常に大事なことで，最終年度ですか

ら，それをまとめて報告しないといけないですよね。どういうことをやって，

どういう成果が得られてといったようなことはきちっと整理をしておかなけれ

ばならない。こんな形があります，こんなことをやりましたじゃなくて，きち

んと整理して出せるようにしておかないと。「それは今年絶対にやらないとい

けないことだと思います。かなりいろいろなことをやっていて，それぞれ成果

が出ていると思うのですが，そのあちこちでやられたことによって何が得られ

たのかとか全部把握できていないのではないですか？

河野：そうですね。そういう調査はやっていないです。

内海：それもやらないと。

河野：各学校に成果をまとめてもらってという形でいいですかね？

内海：そうですね。まずはそうやって整理しないと次のステップがなかなか見

えてこないと思います。他ないでしょうか。

秦：一つ。渡辺先生の質問に関連するのですが，全国に散らばっている学校等

はかなり自立性が高いと思うので，自主的にいろいろなことをしていると思う。

だから，錦江湾がリーダーシップをとってやっていく上で重要なのは県内とい

うことです。先程，最初の図には小中学校への出前授業のことがあるのですが，

錦江湾がやっているのはいいんですけど，矢印では他の高校もというふうにな

っているんですが，そういうことが実際に行われていたり，行う計画があるの
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か。もうちょっとレベルをあげて言うと，高校の他の学校の理科の先生達が，

ぜひうちもやってみようというふうな話になっているのかどうか。そうしない

と，全国に普及したことにはならない。そのへんはどうなんですか？

河野：鹿児島市内の連携校が３校あります。そして国分・曽於・福山の姶良方

面が３校あります。市内と姶良方面の２カ所でやろうという計画はあります。

具体的には，先程説明したイオンでの実験教室を，イオンのほうからいつでも

あけるのでもう一度やらないかと言われているので，前回は錦江湾高校単独で

やったんですが，大変でした。ボランティアも募集し，うまく回らなかった所

もあるので，もし可能であれば，連携校も一緒になっていろんな実験教室等は

していきたいなと考えています。出前授業についてはまだ各校にお願いをして

いくしかないと考えています。大きなイベントとかにかんしてはコアの連携校

を使ってやってみようということは考えています。

渡辺：まさに錦江湾のノウハウが詰まっているのであれば，錦江湾が出前授業

をするときに，それらを県内の高校の先生方に見せて，ノウハウを教えて広め

ていくということをしていかないと，たぶんまとめの段階でどのような成果が

あったか成果が問われるので，次のコアを目指すなら，そこまでやったほうが

いいと思う。次の指定をもらっても，前の成果がまとめられていなければ，い

つも新しいことをやってみましたじゃまずいのではないか？？タイトルになっ

ているように，ネットワークを作るというふうになっているので、個別にそれ

ぞれがやるのではなくどこかでつながっているように。少なくとも最終年です

からそれにむけてどの程度実行できるのかということになってきている。

内海：そうですね。最終年度で時間も限られていますから。その中で成果を出

していかなければならないので，今まで小中学校へ出前授業をしたり，理科の

自由研究のサポートをしたりしましたよね。ああいったもののマニュアルとい

うかレシピみたいな物はあるんですか？

河野：はい。実験書については 10 ぐらいは作って現在編集中で，ＰＤＦ化して

Ｗebページにアップする予定です。比較的安全で危険性が少ないものをやって

います。人工イクラについては結構問い合わせが来ているので，マニュアルを

作りＷebページ上にアップして，そちらを見てくださいという形にしていきた

いと思い，編集している所です。

内海：ぜひ作ってください。あと，そういうマニュアルなどは連携校にも配る

んですか？

河野：冊子にしようと思っています。出版ではなく，錦江湾高校で印刷した物

を綴じて送ることになると思います。そこは予算を見ながら対応していきたい

です。

内海：確か去年の委員会でしたか，県内の連携校を大隅を増やしましょうよと

いう話があったと思うのですが。

河野：去年の反省にもありました，異動した先生によってネットワークを広げ

ていくのはどうだろうかということでした。実は福山高校については錦江湾高

校から異動した化学の先生によって理科系の部活を立ち上げたという話から，

ぜひ連携校になってということで。曽於高校につきましても，以前錦江湾高校

にいた先生だったのでお願いをした経緯があります。

内海：他何かないでしょうか？今年度の計画をもう一度見せてもらってもいい

ですか。まあ，これを今年度までの活動とどのようにつなげるかということが

大事になりますよね。
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大木：先程から話題になっています連携校が毎年出てきて，どういう連携を図

って，どういう成果があがったんだといったほうが最終報告の成果としてすご

く強いと思います。まずは鹿児島でモデルを作ってから，しっかりした物がで

きてからそれを表に出していけば更にネットワークも広がっていく。それの中

心になっているのが鹿児島ということ。

水流：出前授業をしたときに，去年よりも増えているんですけど，小学校や中

学校に行くときに，最初に校長先生の所に行くと思うのですが，そのときに向

こうからの要望があったりとか，去年やってみてそのときにどういう注意点が

あってどういうアプローチをしたかというノウハウが他の学校はなかなか出せ

ないわけで，そのノウハウをまとめて，そして実験書の中にこういう学校に出

すときにはこのような要望があるとか，商業施設に出すときにはこういう点に

気をつけるなどのアプローチのノウハウがあれば今度は各学校がそれを参考に

しながらやっていけば，それが鹿児島モデルになっていくのではないか。だか

ら，それを早くまとめて各学校に示せばできるようになるのでは。

内海：そうですね。そういったものを文書とかにまとめて「やる」といった学

校にすぐ渡せるようにまとめるというのは大事ですね。実際どうですか。文書

をつくったりとかからで大変ではないですか？

河野：大変です。

内海：その辺がとりかかるのにおっくうになりますし，初めてだったら，どう

したらいいのか，何が必要なのか分からないですよね。その辺を整理してもら

って各学校に示して欲しい。

渡辺：まさに，一番最初に出した，前のダイコンコンソーシアムの何をベース

にして，この３年間で１年目に何をして２年目はそれをもとに何をし，３年目

にはこういう成果がありましたというながれが必要？？？

出前授業のノウハウをまとめるといったときに，確かコアが始まった初年度に

は外部の高校にお願いして実験をしてもらって，錦江湾は見ていた。それを見

ることによって「こういう場面ではこうするんだ」ということを見て理解して。

じゃあ，それを今度はノウハウとして，自分たちは何を学んで，次の世代に伝

える。そのときの先生がいなくなってもその紙があるからなんとかなるだろう

という。先祖伝来の言い伝えの書のようなものを作れば，それが成果の情報発

信としてホームページ上にパスワードでも作って載せておけば連携校やあるい

は鹿児島県の高校に情報発信、普及につながると思うのですが。

野中：関連するのですが，コアの連携校が県内に６校。この６校がどういう形

できちんと連携していけるかという所が今の所話で見えない。県内６校が何か

連携を深めるために新たに 6 校の打合会をどっかでみんな集まって話し合うな

どのシステムを作らないと，なかなか難しいような気がする。今の形だと，錦

江湾高校から情報を発信するだけで他の学校から得られることが何かあるのか

なと。それは連携とは言わない。やはりギブアンドテイクがあるので。それが

少し気になっています。場所は教育センターなども使ってもらってもかまわな

いので。各学校の先生方が集まって打ち合わせをするとかそういう形もできま

すし，うちは指導主事もいますので，すぐに対応ができますので。そういった

点で協力できる所は協力していきます。

諏訪部：学校間のつながりも大事だと思うんですが，今年度の活動計画を見た

ときにすごくたくさんの項目があって，おそらく全部をこなしていくのは相当

大変なことなんだろうなと思うんですけれども。資料やノウハウもできていく
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と思うのですが，それらの活動がどういう目的でどうつながっているのかとい

うのが見えづらいなという気がする。だからこういう活動はこれとつながって

いて，こういう目的があって，こういうことが達成されるんだという流れが出

てくるとすごくいいんじゃないか。だから，今年度の成果をまとめる際にもそ

れぞれの活動がどういう関係があって，プラス高校間がどういう風につながっ

ているのかという流れが見えてくると良いと思います。

内海：たぶんまとめる段階である程度は作れるとは思うんですけど，やっぱり

実施することに相当エネルギーを使いますから，それに集中しちゃいますけど，

その辺も意識してまとめる段階で。

諏訪部：総括になるんですよね。それぞれの活動が単独ばらばらであって矢印

がいろんな方向を向いているのではまずくて，それがどうまとまってきて成果

につながるのかという所を見せて頂ければ。

内海：そうですね。他に何かご意見はありませんか。

秦：出前授業もできれば，僕個人が思っていることなんですが，曽於高校で何

かやっていただきたい。なぜかというと，鹿児島県は科学館のような施設があ

まりない。地図上で見たときにそのようなところは曽於だと思う。錦江湾の高

校生が曽於高校の高校生と一緒に一回やれば，次からは曽於高校の高校生だけ

でできるようになっているかも知れなしと思うんですね。あと準備が大変だと

いう話がありましたけど，ぜひ教育センターなどもあるので，教育委員会の方

から呼んでもらえるような働きかけってできないのかなと。そうするとずっと

楽になると思う。あと場合によっては，僕も総合教育センターでやっているん

ですが，先生達に対してやる。高校生が先生達に教えるというのを１コマやる。

先生達がくるかは分からないですけど。そうしたら，次が広がってくる。

大木：教育センターの方もいらっしゃいますが，博物館の館長さんもいらっし

ゃいます。それこそ出張で巡回などもよくされますよね。その行く地域の例え

ば曽於のいろんな自然についてのノウハウは博物館にあると思う。だから錦江

湾高校さんから博物館にお願いして，難しいかも知れませんが曽於の自然を歴

史を含んで学びに行って，そして自分たちで課題を見つけて発展させていった

りする。といったような具体的なことがことが出てくるとこれはすごくいいな

と思います。せっかく教育センターも県の博物館もありますし，鹿児島大学に

も博物館はありますから，そういう所を利用していけばいいと思う。そうすれ

ば，先生の負担も少しは楽になるのでは。

中野：理数教育の充実ですよね。ですから小中学生あたりから理科の楽しさを

教えるというのが趣旨ですよね。そう考えればさきほど発表の中にありました

イオンでやった実験教室に２日間で延べ1289人。これはすごい実績だと思いま

す。ここにいた小学生、中学生非常にいい気持ちで理数の教育に入っていくの

ではないかと。もう一度来てくださいというようなチャンスを頂けたのは非常

にうれしいこと。イオンというのは 1 箇所だけではなく隼人にもありますよね。

ですから，国分・福山・曽於の３校と連携して隼人のイオンを使ってもいいの

ではないかと思います。そうすれば広がりができてくるのではないかと感じま

した。

河野：そうですね。そこで１回は合同でやって，その後だったら曽於高校や福

山高校だけでの出前授業もできると思います。

渡辺：そのためのノウハウを錦江湾が作っていけば良い。一緒にやれるのなら

それでよいが，離れていてもできるようなノウハウ作りをしなければ。



－ 91 －

内海：今日はその高校はくるの？さっそく交渉をしてみてください。最後の報

告書は大変だと思いますが，樋之口先生や讃岐先生と密に連絡をとりあって仕

上げてください。

(2) 第２回コアＳＳＨ運営指導委員会

① 日 時 平成２６年１２月５日（金） １３：００～１４：３０

② 場 所 理学部２号館１階２１１号室

③ 会 順

受付 理学部２号館１階２１１号室 （１２：３０～１３：００）

運営指導委員会 １３：００～１４：３０

開会行事（１０分）

研究開発指定校長あいさつ（吉田校長） （１３：００～１３：１０）

協議等（議長：内海教授）（９０分）

ａ コアＳＳＨ概要説明（１５分） （１３：１０～１３：２５

・ 本年度の事業内容とその成果等（河野教諭）

ｂ 協議（６０分） （１３：２５～１４：２５)

・ コアＳＳＨ事業の研究内容と成果

・ コアＳＳＨ事業の取組と今後の課題

地域連携・全国連携の在り方

成果普及・教材開発等

・ 次年度，再指定に向けた取組等

④ 参加者

運営指導委員 内海 岡本 秦 大木 水流 野中

県教育委員会 讃岐（庶務）

本校職員 吉田 中間 河野 樋之口 津留 德重 奥

⑤ 第２回運営指導委員会記事録

○ 協議等（議長：内海委員長）

ａ コア SSH 概要説明 （錦江湾高校：河野教諭）

パワーポイントにて説明

ｂ 今年の活動についての意見

・幼稚園児などに科学の興味を持たせるのはよかったが，小中高大の連携とい

う意味で，中学生にはどのように対応しているか？（岡本）

・中学生にもチラシを配付しているが，なかなか実験教室には来ない。中学生

には中学校で行うようにするしかない。

・中学校で理科嫌いが始まるようだが，中学生にはもっと高度な内容にしなけ

ればいけないのでは？（岡本）

・中学校で実験教室を行ったが，一番人気は紙トンボであった。創意工夫がよ

く見られた。

・中学生のアンケートの結果はどうか？（内海）

・楽しかったという意見が多かったが，指導する高校生が中学生より小学生が

いいということを言っていた。小松高校などはもっとハイレベルな実験をして

いるとのこと。

・中学生は小学生と混ざると来ない。内容的に最先端の科学とつながっていな

いと中高生は来ないと思われる。鹿児島大学でもリケジョの実験教室をしたが，

中学生は高校生に追いつこうとする。高校生のレベルで出来る実験でも大学の

先生たちがアドバイスを行うことにより，最先端の科学につながっていること
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を実感できる。（秦）

・実験教室などを行うにはどのような場所がよいか？大学で行えば，中高生は

気安いのでは？（河野）

・大学は協力できると思う。（内海）

・福平地区，坂元地区の生徒はイオン鹿児島によく行く。部活動がない時期を

選んでみてはどうか？小学生と中高生を分けてするべきだと思う。博物館も移

動博物館を実施しているが，中学生はほとんど来ない。中学校も日にちが合え

ば学校でも出来ると思う。教育課程に沿った内容のものを入れると中学校も興

味を示す。

・地区専門高校フェスタと似ているが，専門高校は毎年担当校を決めて実施し

ている。高校に呼び込んで，高校で実施している場合もある。高校ではハイレ

ベルなものに取り組んでいることを中学生に見せるべき。教育委員会に働きか

けるとバス等も出してくれる。「わくわく実験教室」というネーミングでは中

学生は来ないのでは？（野中）

・いろいろやってみることで，ターゲットの絞り方が分かってくるのでは？

・他にも中央駅などで実施してみては？多くの高校が関われ，毎週のように実

施できる。継続的にやることが大事。（秦）

・農業高校がドルフィンポートで月一回実施している。しかし，中央駅では場

所を借りるのにお金がかかるのでは？（野中）

・天文館などは人が来ないので，空き店舗などを借りて，毎週，週替わりで錦

江湾高校生が来ればいいのでは？（秦）

・地方などは公民館などは人が集まりやすいのでは？（大木）

・博物館は以前は中央公民館を借りていたが，小学生が国道 10 号線を渡りに

くいので今は，ウラの公園を使っている。

・交渉の仕方で安く借りれると思う。（河野）

・実験教室をしたことで，錦江湾高校生に何か変化はあったのか？

・ある女子生徒は初めは部活もやめそうな感じだったが，これらの実験教室を

してから，積極的になり，リーダーシップをとるようになった。また，説明な

どもよくかみ砕いてするようになり，小学校の先生を目指すようになった。明

日行う実験の準備はすべて生徒が行う。私は何も指示をしていない。生徒たち

にも進歩が見られる。生徒の意見により実験の仕方に変化が見られてきている。

最近の生徒たちは動画を見て学ぶことに慣れているので， youtube に動画をア

ップすることにより対応している。

・母親が特に興味を示し，父親は貼ってあるポスターに興味を示した。中には

大学教授らしい人や指紋検出など本物の鑑識の方が来られたりした。（河野）

・評価をどのようにするか？（内海）

・一人ひとり興味は確実にあがるが，それを評価するのが難しい。（河野）

・生徒たちの実験結果はどうか？（内海）

・鹿児島県では上位に入る研究が多かったが，他の県の情報も仕入れないとい

けない。（河野）

ｃ 次年度に向けた取り組みについて（内海）

・連携校を増やすのが難しい。実験教室をした学校の生徒は非常に興味を持っ

てやってくれた。（河野）

・別紙資料を見ながら説明（樋之口）

・一番目玉になりそうなことは何か？（内海）
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・課題研究のレベルを上げていくことが重要だと思う。錦江湾高校の研究が高

く評価されているのは鹿児島大学とうまく連携しているからだと思われる。

・他の学校に使える形にするのが必要では？ web ページなどの管理はどのよう

にしているか？（内海）

・業者に頼んで作ってもらった。（樋之口）

・これからは英語の活用が重要になると思われるが。（内海）

・錦江湾高校は ALT が理系出身の方で非常に役にたっているが，前回のハヒ

ューズ先生の講義はとてもよかった。（河野）

・テレビ会議などのように ICT を用いてやり取りをすることもやってもいいの

では？（野中）

・中学生の理科離れに対しての対策はどのようにしているか？中学生と高校生

をペアにするととても中学生が食いつきがいい。フィールドワークを実施して

も高校生には負けたくないという意識が働くようである。中学生に対する取り

組みが大事なようであるが。（大木）

・どの辺で理科嫌いになっていくのか？（樋之口）

・フィールドワークを活かした何かできたら全国に対してのよいアピールにな

るような気がする。（大木）


